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で，患者本人の日常生活動作（activities of daily 








ている 2 ）．1829 年に Good が痙性斜頚（spastic 
wryneck）について最初に記述したことを始めと
して，1838 年には整形外科医 Stromeyer が皮下



























10 万人，脳性麻痺が約 17 万人，脳卒中が約 134
万人，多発性硬化症が約 1 万 2 千人とされている．
これら疾患や外傷に合併する重度痙縮患者の割合
について海外では，脊髄損傷で 12％，脳性麻痺
で 70 〜 80％，脳卒中で 15.6％〜 42.4％，多発性

































































































































































































う尖足，2010 年 10 月には上肢および下肢痙縮，
2012 年には腋窩多汗症への適応が承認された．
池田　　巧　ほか







































　注射後 4 〜 7 日で効果が発現し，3 〜 4 ヵ
月間効果が持続する．英国内科医師会のガイ
ドラインによると，ボツリヌス毒素注射後，
7 〜 14 日後においてスプリントや装具の必


























































































ⅲ）脊髄後根進入部遮断術（dorsal root entry 
zonetomy: DREZotomy）









































を初めて報告した30）．2002 年から国内 10 施設

















































































（therapeutic electrical stimulation; TES），経
皮的電気神経刺激（transcutaneous electrical 
nerve stimulation; TENS），機能的電気刺激
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